
 

 

 

 

 

 

大麦の適期収穫にむけ情報を発行しました 

 

 近年、栽培面積の拡大している大麦が適期に収穫できるように、5 月 13 日と 14

日に大麦の子実水分を 42 ケ所でサンプリング調査しました。調査結果をもとに、5

月 22 日に生産者向けに情報を提供しました。 

 

湖北管内では近年、大麦「ファイバースノウ」のほ場面積が麦類全体の約

1300ha のうち約 70%を占めるほど拡大しており、管内 JA と連携しながら、品質や

収量向上のための支援を行っています。大麦の収穫適期は子実水分 25％以下であ

り、適期収穫をすることが高品質な大麦の生産に繋がります。しかし、刈り遅れる

と品質低下のリスクが高まります。そこで、各地域のほ場から穂をサンプリング

し、子実水分を測定することで、収穫適期水分になる時期の予想を行い、情報提供

しました。 

今後は、小麦についても同様に調査を実施し、情報発信する予定です。 
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